
 

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

１ あいさつをしましょう 

２ 廊下を正しく歩きましょう 

３ 時刻を守りましょう 

 

令和５年 ９月 ７日 発行 

 

 「自分らしく」よさを発揮できる！ 

 

８月３１日（木）、PTAによる感動体験プロジェクトが２年生で開催
されました。講師は、昆虫博士といわれている「さらべつ昆虫研究所」
の斎藤彦馬（さいとう ひこま）所長でした。この日は、昆虫について
の詳しいお話や、見たこともない珍しい昆虫を実際に見せていただき、
子どもたちにとって感動の時間となり、たくさんのことを学ぶことがで
きました。 

 

 

【プロジェクトの報告】 
 

8 月 31 日(木)PTA の感動体験プロジェクトの一環として 2 年生を対

象にさらべつ昆虫研究所からネイチャーガイドの「ひこにゃん」こと斎藤

彦馬所長をお招きし、特別授業をして頂きました！ 

 

虫についてクイズを交えながらのお話では、「実は、エビやカニなどの

甲殻類も節足動物で虫の仲間だった！？」「節足動物は体がプラモデルみ

たいにパーツごとに分かれている！」「地球上の動物が 170 万種類、そ

のうち節足動物と言われる虫の仲間がなんと 110 万種類！」など。 

嫌われることも多い虫ですが、植物の受粉や動物の死骸を食べて地球の

お掃除やさんとなり、生態系や私たち人間が生きていく上でとても重要な

存在であることを教わりました。 

 

教室には、私たちの身近に生息している昆虫から、海外の珍しいカブト

ムシ、世界最大のクモやゴキブリなど全 28 種類の虫たちが持ち込まれ、

子どもたちは普段なかなか目にすることができない虫を前に「すごーい」

「こわーい」「へんなのー」「かわいい」と、ケースを熱心に覗き込み、思

い思いに観て回りました。 

あっと言う間の特別授業でしたが、講師の斎藤さんは、「他の学年の子

どもたちも観られるように」と授業終了後も残ってくださいました。 

そのおかげでお昼休み中は、全学年の生徒たちが昆虫を見ることができ

て、大盛況となりました。 

たくさんの子供たちに喜んでもらえるプロジェクトとなりました。 

 

２年生 プロジェクト委員 

○鈴木 育未(1・2年保護者)  ○田中 志央里(3年保護者)  ○眞田 芳子(2・5年保護者,三役) 

講師プロフィール 

さらべつ昆虫研究所  

 所長 斎藤 彦馬 さん 
 
更別村出身 在住 

北海道知事認定自然ガイド 

自宅では 50 種類ほどの昆虫や

爬虫類、両生類、水生生物を飼

育しているそうです。 

昼休み、全校児童向けに観察でき
るように開放してくれました。た
くさんの児童が見に来ました。 

珍しい生き物に興味津々 

世界の珍しい生き物もいっぱい！ 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

■ 全国たなばた競書大会         ■ 第 42回全十勝スポーツ少年団 

金 賞 ４年 塚田 紗菜 さん     バレーボール交歓大会  

                      優 勝 ５年 三好 宏汰 さん  
                                   （所属：十勝 JVC） 

       

 

   

  

 

 

私たち保護者と教職員が作る PTAプロジェクト。今年度の活動がついにはじまりました。 

今年度のプロジェクトは、昨年度皆様にお願いした「プロジェクトの種」アンケートにて「協力したい」

とお話しいただいた方たちにお集まりいただき、学年ごとの取り組みを中心に企画をまとめました。これ

から順次、実施致します。 

今回行われた 2年生の感動体験プロジェクト「さらべつ昆虫博士の特別授業」も、アンケートによる皆

様の声が形になったものです。私も授業に参加させていただきましたが、大人も子どもたちと一緒に感心

して話しを聞いたり、珍しい昆虫を見て歓声をあげたりと、貴重な感動体験となりました。 

PTA 活動にプロジェクト方式を取り入れてからは、大人と子どもの距離がグッと近くなったと感じて

います。 

 

感動体験プロジェクトは、全学年にて実施する予定です。保護者の方にご案内できる企画もありますの

で、その際は是非ご参加いただきたいと存じます。 

この感動をたくさんの方に感じていただきたいです。 

今年は盆踊りに続き、啓北フェスティバルも復活します！ どうぞお誘いあわせのうえ、ご参加くださ

い。そして、一緒に子どもたちに向けた PTA活動を作っていきましょう。 

ご協力宜しくお願い致します。                     

PTA会長  武田 大悟 

             ご厚意に感謝！ 有効に活用させていただきます。 

☆今週も「朝の見守り活動」へのご協力 ありがとうございました。 

地元紙にも掲載されていましたが、「とかち子育て支援センター」の長
岡行子代表理事が、記録的な猛暑が続く中、家庭で使われなくなった扇
風機の利活用を発案し、集まった扇風機を小学校に寄贈していることが
記事になっていました。 

先日、本校にも来校され、シルバーのオシャレな２台の扇風機を寄贈
してくれました。まだまだ残暑の厳しい時期です。いただいた扇風機を
有効に活用していきたいと思います。ありがとうございました。 

 

これからの PTA活動 
  

啓北小学校では、PTA 活動や組織を大きく見直しています。PTAの全ての活動をプロジェクト方式に

して、協力できる方を募って行うこととしています。プロジェクト方式なので、子どもたちのために

「やりたいという思い」を実現することができる一方、協力してくれる方がいないと活動が成り立たな

いという難しさもあります。今回のプロジェクトも、PTAの方の思いが、実現した企画です。今後も趣

旨をご理解いただき、子どもたちのために協力していただける方は、ぜひご協力をお願いします 


